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現在．日本全国iζは様々な機関のGp S観測点があるが．そ乙で得られたデータや作成した観測点は観測

した機関以外では有効に利用できていないのが現状である。現在の状況では．全国iζ既存のGp S観測点が

どのように分布しているのか分からないため，非常に効率の悪い観測を各機関毎lζ行っている。そのような

事から全固にあるGp S観測点の情報を統ーした規格の基にー箇所iζ集め 誰でも手軽に集められた情報を

利用できるようにする ζ とが急務とな「ている。そとで．日本全国のGp S観測点の点の記を作成し．誰で

も簡単にとのデータを利用できるようにパソコン通信を利用したデータベースを作成したので紹介する。

2. ハードウエアの傭成

システムを構成するハードウエアは第 1表のとおりである。 CPU についてはRs 232 cとハードディス

クが使用できる物であれば問題はない。ハードディスクは現在 100MBのものを外付けで使用しているが，

ζ れはデータ等の増加を見込んで容量にかなり余裕のある物を使用しているからである c なお現在のシステ

ムにおいて必要最小限なディスク容量は約 10MBである。 モデムの設定は全二重非同期無手順．通信スピ

ード 300/ 1. 200 / 2, 400 bps ＇ データ長8bits，ストップビット 1bit＇パリティーなし， Xon／χoff 

あり．コードは SJISとなっている。なお電話回線は， NT Tの公衆回線を利用している。

第 l表 ハードウエア構成

c p u PC-9801UV2 ( N E C) 

CRT  N 5 9 1 3 L ( N E C) 

ハードディスク LHD-lOOSC lOOMB (Logitec) 

モデム MD24FP2 (OMRON) 
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3. ソフトウエアの視要

ソフトウェアは大別すると• Gp Sデータ の入力や検索そして更新などの管理を行うデータベース部とパ

ソコン通信に関する処理を行うホスト部の 2つの部分によって構成される。データベース部は市販されてい

るデータベースソフト（informix）を利用して作成している。 乙れはデータベースソフ トそのものを作成

するのは容易な事ではなく ．今回のように市販の ソフトを利用して構築する方が賢明であるからである。

また，informixはプログラミング言語cc言語等）から利用する事が出来るため．パソコン通信のホス ト

部はC言語で作成し．データベースを必要とするよ うな部分ではinformixをC言語上から関数の形で呼出

して使用している。

乙のプログラムの大きな特徴は今後の拡張やメンテナンスが行いやすいように処理毎iζ小さなプログラム

を作成している ζ とである。たとえば，メニュー画面を表示するプログラム．データを読み出すプログラム

といった小さなプログラムを寄せ集めて一つの大きなプログラムとしている事である。

4. データベース部について

( 1 ) informixとは

乙のGp Sデータベースは前にも述べたとおりデータベースの核となる部分では．市販されているデータ

ベースソフト’ informix • （米国リレーショナル・データベース ・システムズ社の登録商標）を使用してい

る。とのinformixは他のC言語で舎かれたプログラム上からinformixの機能を関数として利用する事がで

きるうえ IC • データベースの作成も簡単に出来るようになっている。

(2) データベースの作成

データベースを利用する前IC利用しようとしているデータ ベースを作成しなければならない。そのために

はまずエディターを使用して第 1図のようなデータ定義言語で記述されたスキーマファイルと呼ばれるテキ

ストファイJレを作成する。スキー7 ファイルとは， ζ れから作成するデータベースで使用するファイ Jレ名，

指定されたファイノレに含まれるフィーJレドと呼ばれる項目（以下フィーJレド）の名前及びそのフィールドの

属性を指定するデータベースの基となるファイルである。フィールドの属性には文字型，整数型，倍長整数

m，月1・倍精度実数型等全部で11種類の型が用意されている。なお，文字型についてはそのフィールドが扱

う文字の最大数を指定する。 Gp S観測点データベースは35項目から成り，統ーした観測点の番号が必要な

事から GPSS C番号を 各関係機関によって独自に決められている個別番号や最初に登録又は登録の改定

を行った年月日，観測点名にその観測点のある住所，現地管理人や標識の形態， TokyoDatumとWGS84 

の両方における座標，そして検索に使用する事から度分秒をそれぞれ分けて入力できるようになっている。

また，その観測点がテレメータによる観測を実施しているとか，そこに行くにはどうしたらよいか，視界は

どのくらい開けているか，商用電源、は利用できるのかといった細かい点まで入力する事ができる。

スキーマファイルを作成後．専用のコンパイラーによってコンパイルするととによってデータベースが作

成される。
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スキーマファイル第 1図

管理用画面の作成(3) 

作成したデータベースの管理をパソコン通信を利用しないで直接パソコン上で行うために管理用画面を作

成する。パソコン通信上からでは第2図で示したようにデータの入力と検索だけしか出来ず．データの入力

や較正．削除などを行うために作成する。との画面を作成するにはデータベースを作成するときと同様に．

エディターを使用して第3図のよう なスクリーンフォームファイルと呼ばれるテキスト ファイ ルを作成し専

用のコンパイラーによってコンパイルする。 ζのスクリーンフォームファイルは一画面毎の表示をイメージ

どおりに記入し．どれがスキーマファイルで指定したフィールド名に対応するのかを指定する。たとえばG

〕’と画面lζ表で囲まれた部分はそのまま’ GPSSC番号〔

-48-
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示され． 〔fOOO〕の f0 0 0は下にある fOOO=GPSS C番号によってスキーマファイルで指定したGPS 

s C番号というフィールド名に対応、していることを表している。
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｛ 
G I' S S c書号
個別節句
初期 I!陣

llU&IT 
制測点名
場所名
観測点目時司陸地
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データの管理等(4) 

データについては．各関係機関にお願いしてデー

タを入手している。現在ζ のデータベースiζ収めら

れているデータの数等は第 2表のとおりである。関

東iζ集中しているのはGp S観測を行っている機関

が多いばかりでなく．相模湾岸や駿河湾岸など地震

の監視強化地域を抱えているからである。

個

個

個

個

個

個

個

個

個

n
u
n
u

’A
O
O

’A
’A
－A

司’
qu

Fha 

地域別データ数

北海道

東北

関東

中部・北陸

近餓

中園

田園

九 州

小笠原・南西諸島

第 2表

個7 2 Z十A 
匡ヨ

パソコン通信のホス卜部について5, 

(1) プログラムの流れ

プログラムの流れは第4図の様になっている。 ζ

れはGp Sデータベースi乙関する部分だけで他にも

多数の選択肢がある。

(super) ホストプログラム(2) 

ζのプログラムは最初iζ立上げるプログラ ムで通

信ポートやモデムの設定を行い，外部からのアクセ

スがあるまで待機している。そして外部からのアク

スクリーンフォ ーム第 3図

セスがあれば登録者であるかどうかをデータベース

もし登録者で

49一

上iζ登録しであるかによって判断し．
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あればオープニング画面を表示し ζ の登録者iζ対するメッセージがあるかどうか調べて表示し，次のプログ

ラム iζ処理をわたす。

(3) メニュー表示プログラム （gmenu)

とのプログラムはメニュー表示をするプログラム

で第 2図及び第 5図はすべてζのプログラムを使用

している。本プログラムはとのような様々な形のメ

ニュ ー画面iζ対応するために，第 6図の様なスープ

ファイルと呼ばれるテキストファイルを作成し．変

更等iと柔軟iζ対応できるようになっている。スープ

ファイルはまずメニュ ータイトルから始り次iζメニ

ュー項目の番号．表示する文字列．その項目 iζ対応

する処理プログラムそしてそのプログラムK対する

パラメ ーターと続く。パラメーターは 4つまで指定

できるが必要で無ければ’ no4 とする。とのよう

な形態をとるとメニューに項目を付加えたり，また

削除したりする場合iζ スープファイルをエディター

によっ て修正するだけでよく ．プログラムの修正な

どに都合が良い。

(4) GP  Sデータベース検索プログラム

(gps_r) 

乙のプログラムはデータベースを使ってデータの

検索を行うプログラムであるロ実行するとまずワイ

ルドカードが使用できる入力画面が表示され（第 7

図参照）， コメン トiζ従いながら検索条件を入力す

GP S関連データベース

(gmenu) 

る。検索項目については．それぞれ検索時に最も必 第 4図ソフトウェアの流れ

要であろうと恩われる 9項目を選んである。検索時には検索したい観測点を緯度経度によって範囲を指定し

て検索したり ．またワイルドカードが使用できる事から地名は分かるのだが何処にあるのか分からないとい

った場合においても観測点所番地の文字列の部分iζ＊地名＊とすれば地名が含まれるデータが検索できる。

検索した結果指定した検索条件に合ったデータが存在すればその総数を表示し．指定によって 1つづっ又は

スキップさせながら表示する。 （第8図参照）

(5) GP Sデータベース登録プログラム （gps_w)

ζのプログラ ムはノfソコン通信によって送られてくるデータをデータベース上lζ登録するプログラムである。

実行する と必要なデータの入力を求めてくるので表示されるコメント iζ従ってデータを入力する（第9図参

照）。入力後．入力データを再び画面に表示する ζ とによって入力チェックを行い入力ミスが無ければデー

タベースに登録する。一度登録するとパソコン通信上からは削除や訂正が出来なくなるので．前iζ述べた管

理用画面iとおいて作業する事となる。とれは故意．不注意を問わずデータを変更されるのを防ぐためであ

る。
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ログアウトプログラム（ slogout) 

ζのプログラムは．パソコン通信を終了するとき

に起動され主に登録者のアクセク状況 (ID番号 や

(6) 

アクセス開始及び終了時間）をログファイルfC記録

したり ，アクセス中f［エラーが発生した場合その対

処を行う。その後．ホストプログラムのsuperを起

動し終了する。

= 2 Select i tern number (1-Q) 
現在の状況6. 

メニュー画面第 5図ζ のデータベースの作成iζ当って各関係機関に情

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊件事 Gp S関連データベース事..........’H
I 
Site database read 1. GPS観測点データベース検索
gps_r 
gpssitel site! 
2 
Site database write 
gps • 
gpssitel 
p 
Previous・enu
gmenu 
fbox2men sup no no no 
M 
Mai n岡enu M. メインメユュ－
g・enu 
mmenu. sup no no 
Q 
Qu It 
s!ogout 
no no no no 

報の提供を依頼したととろ非常に大きな反響があり．

東京大学地民研究所，京都大学，国土地理院，防災科

学研究所等12機関及び19大学から数多くの情報提供を
gp s・enu.sup 

2. GPS観測点データベース主主録

gps・enu.sup 

p. 一つ前のメニュー

v. SI tel 

頂き今後益々この数は増え続けるものと思われる。

それと同時にデータベースiζ対する項目の変更や追

加など数多くの意見やアドパイス．そしてこ のパソ

コン通信へのアクセス用 IDの申込み（ 29名）

通信終了白 Q

no 

も

頂いており．乙のGp S観測点データベースiζ対す

る期待がうかがえる。また． ζ れら頂いた意見等を

できるだけ生かせるように改良をかさねている。

スープファイル第 6図

察考7. 

今回紹介したとれらのプログラム

件傘 GPS Sit e検索 service，キキ

GPS Site 検索を始めてください。入力は英文字 30文字以内。
注意！！ 単語聞のスベースはキで埋めて下さい。
漢字 I字は英文字 2字として計算してくださいる
検索にはワイルドカード（めが使用できます。一般には検索語句の
前後に キを付けて下さい。
入力が不要な場合には改行のみ入力してください。

やデータベースはまだまだ発展途上

lと有り改良をかさねているが，今ま

でに述べたように処理毎lζプログラ

標識番号（英数 4桁）
観測点名の文字列 〉
場所名の文字列 〉
観測点所番地の文字列 〉事東京$
現地管理人の文字列 〉
緯度の中央値 （整数）〉
緯度の半幅 （登数）〉
経度の中央値 （盤数）〉
経度の半幅 （整数）〉
検索を実行しますか。（G)o,(R)einput. (A)bandon (G. R. AJ= g 
検索中です。しばらく（数分）お待ち下さい。

ムを分けた乙とや非常に柔軟なデー

ユーザーの立見をデータベースに反

映させることができている。また管

タベースを使用した結果，効率良く

理面等においては送付されてくる

データは紙を媒体としているため，

データの入力はすべてキーボードか

検索データは 10個あります。
検索データを出力しますか（出力は 1データ毎に行います）。
(G) o, (M) enu. (Q) u it (G, M. Q) = 

らの入力となっており非常iζ手間の

掛かるものとなっている。よって早

J~]fこフロッピーディスクによるデー

検索画面第 7図

-51-

タの送付及び入力方法を確立しなけ

ればならない。
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林寺 GPSSit e登録 service 幸孝章

GPS Site登録をはじめます。

注意！
漢字 1字は英文字 2字として計算して下さい。
入力が不要な行は改行のみ入力してください。

G P S S C番号を入力してください。英数 4文字です。

個別番号を入力してください。英数 20文字以内

登録年月日を入力してください。英数 I5文字以内

登録改訂年月日を入力してください。英数 I5文字以内

観測点名を入力してください。英文 40文字分以内

場所名を入力してください。英文 40文字分以内

観測点所番地を入力してください。英文 6 0文字分以内

現地管理者を入力してください。英文 40文字分以内

標識形態を入力してください。英文 72文字分以内

緯度（ TD）を入力してください。不明 ＝9999 
度（整数） 〉
分（整数〉 〉
秒（小数〉 〉

経度（ TD）を入力してください。不明
度（整数〉 〉
分（整数） 〉
秒（小数） 〉

標高（単位 m) を入力してください。

9999 

緯度（ WGS84)
度（整数） 〉

を入力してください。不明

分（整数） 〉
秒（小数） 〉

経度（ WGS84)
度（整数） 〉
分（整数） 〉
秒（小数） 〉

を入力してください。不明

9 9 9 9 

9 9 9 9 

楕円体標高（単位 m) を入力してください。不明 9999 

テレメータの有無を入力してください。英文 3文字分以内

アクセス方法を入力してください。英文 72文字分以内

視界の状況を入力してください。英文 50文字分以内

商用電源について入力してください。英文 30文字分以内

参考文献を入力してください。英文 72文字分以内

何かコメントがあれば入力してください。英文 72文字分以内

Vol.10. 1992 

GPS Site登録を実行しでもいいですか。
(S)tore (C)heck co(R)rect (A)bandon (M)enu ( Q) u it ?(S, C, R, A, M, Q) 

第 9図 登録画面

ー 52-
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G P S S C番号： 3003
個別番号： 1001
初期登録 ：88/07
登録改訂：
観測点名：本郷（HON)
場所名：
観測点所番地 ：東京都文京区本郷 7- 3ー 1
現地管理人：脇田 宏
標識形態：東京大学理学部 4号館の屋上のコンクリート台上に
アンテナを固定
緯度（ TD)
経度（ TD)
標高： 60
緯度（ WGS84)
経度（ WGS84)
楕円帯高（ WGS84)
テレメータ： YES
アクセス：営団地下鉄丸の内線本郷 3丁目駅から徒歩 15分
千代回線根津駅から徒歩 10分
視界：西方で建物が仰角 15度程度まで視界をさえぎる
商用電源：近傍にある
参考文献：

Trimbl e製のGPS専用

あるいは、営団地下鉄

47.73400 
48. 62400 

36. 000 
59. 000 
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おおよそ 120日の備考 ：88年 12月から断続的にGPS観測がおこなわれ、 90年の末までに、
データが保存されている

(N, S, M, Q) 
次のデータを出力しますか。
(N)ext, (S)kip, (M)enu, (Q)uit 

出力画面
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